
（令和３年６月信州母子保健推進センター発行） 

令和 3年度                             

信州母子保健推進センターだより 

 

 

 

 

 

   新型コロナウイルスワクチンの接種拡大に伴い、お忙しい毎日だと思います。体調には、 

  十分ご留意ください。 

   今回は、流産・死産を経験した女性等への支援、研修会の予定等をお知らせします。 

 

    

 

 令和 3 年5 月 31日付厚生労働省からの通知「流産や死産を経験した女性等への心理社会的支援等につい

て」が発出されています。その中で、「母子保健法における『妊産婦』とは、妊娠中又は出産後 1 年以内の女

子をいい、この『出産』には、流産及び死産の場合も含まれる」とあります。 

 これにより、母子保健医療対策総合支援事業の「産後ケア事業」「産婦健康診査事業」の対象者や「子育て

世代包括支援センター事業」の対象者に、流産・死産を経験した女性が含まれることになり、事業を実施す

るうえで、適切な配慮が必要となります。 

 また、厚生労働省では、令和 2 年 11 月 20日付「母子保健施策のための死産情報の共有について（依

頼）」において、保健統計主管課に対し、母子保健担当課の求めに応じた死産届に関する必要な情報共有を依

頼しています。各市町村の中で死産届に関する情報共有を図り、流産や死産を経験した女性等に対する適切

な心理社会的な支援が実施されるようお願いします。  

 詳細については、One Public に「流産や死産を経験した女性等への心理社会的支援等について」「母子保

健医療対策総合支援事業の一部改正」が掲載されていますのでご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№３ 
R3.６．25 

 

○開催日時  

令和３年７月７日（水） 

午前９時 30分から 10時 30 分  

ZOOM による開催 

○内容 

・信州母子保健推進センター事業について 

・母子保健医療対策総合支援事業について 

・母子保健衛生費国庫補助金等について 等 

○申込み  

6 月 29日（火）までにFAXまたはメール 

にて申し込みをお願いします。 

 

4 月に標記マニュアルが市町村母子保健担当部署あてに配布されました。 

平成３０年３月発行された黄色の表紙のマニュアルの改訂版となります。 

今回のマニュアルには、「感染症流行下における適切な乳幼児健康診査のため 

の研究」が収録されたDVD が添付されていますので、業務の参考にしてください。 

 このマニュアルは、下記からダウンロードできます。 

https://www.ncchd.go.jp/center/activity/kokoro_jigyo/shinsatsu_manual.pdf 

 

 

今までの妊産婦や乳幼児に向けた新型コロナウ

イルス対応関連情報が、厚生労働省のHP にまと

めて掲載されています。 

母子保健領域の新型コロナウイルス感染症に関

連する研究やシンポジウムの資料についてもご覧

いただくことができます。 

業務の参考にしてください。 

厚生労働省 HP 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_10890.html 



（令和３年６月信州母子保健推進センター発行） 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

今年度はリモート研修を含め開催を予定しています。現在、決定している日程等についてお知らせします

ので、ぜひご参加ください。（詳細は今後、通知します。）  

 

 

 〇開催日時 令和 3 年７月 16日（金）10 時から 15時 30分 

       集合研修のため、感染症の流行等により、開催中止、日程変更となる場合があります。 

〇その他  7月 5 日（月）までに FAX またはＥ-Mail により申し込んでください。 

詳細については、開催通知（5月 26日メール配信）をご覧ください。 

 

 

〇開催日時 令和 3年 9月 10 日（金）午後 リモート研修 

〇内容   講義：子どものアレルギーについて（仮題） 

講師：長野県立こども病院 小児アレルギーセンター長 伊藤 靖典先生 

※事前に「アレルギー疾患に関する保健指導」のアンケート調査を実施しますので、ご協力

をお願いします。 

 

 

〇開催日時 令和 3年 10 月 25日（月）午後 リモート研修 

〇内容   ①講義：周産期のメンタルヘルスについて（仮題） 

講師：信州大学医学部 周産期のこころの医学講座 特任講師 村上 寛先生 

➁講義：出生前検査と遺伝カウンセリングについて（仮題） 

講師：信州大学医学部 遺伝医学教室 教授 古庄 知己先生 

 

 

〇開催日時 令和 3年 11 月 25日（木）午前 リモート研修 

〇内容   講義：子どもの発達とアプリ「TOIRO」について（仮題） 

講師：信州大学医学部 子どものこころの発達医学教室 教授 本田秀夫先生 

 

 

 

 

 

療育支援員 

 原山綾花  

＜連絡先＞◎信州母子保健推進センター　　　県保健・疾病対策課　　　直通電話　026(235)7141

担当圏域 母子保健推進員 配置場所 連絡先

佐久・上小・長野・北信 小山　佐知恵 保健・疾病対策課 026(235)7141

諏訪・上伊那・飯伊 吉田　恵理 飯田保健福祉事務所 0265(53)0444

木曽・松本・大北 伝田　純子 松本保健福祉事務所 0263(40)1937

１ 母子保健技術研修会Ⅰ「乳幼児健康診査の基本のきほん」 

２ 母子保健専門研修会Ⅰ 子どものアレルギーに関する研修 

４ 母子保健専門研修会Ⅲ 発達障がいに関する研修 

３ 母子保健専門研修会Ⅱ 周産期のメンタルヘルスに関する研修 

 

 
 

 

４月から療育支援員を務めています。前任地は松本ろう学校です。 

ご家族がお子さんのきこえやことばの育ちについて心配している場合や保健師さんがちょっと気になると 

いう場合にも、ぜひご相談ください。 

また、出生後の新生児聴覚スクリーニング検査の結果によって、お子さんやご家族のフォローが必要な場合 

には、こちらから保健師さんにご相談させていただくこともありますので、どうぞよろしくお願いします。 

聴覚の障がいがあっても、地域で支えていくことができるよう、一緒に考えていきたいと思います。 

 

   松本市旭 2-11-30 松本旭町庁舎内２F  TEL 0263-34-6588   メール mimi@shinshu-u.ac.jp       

 

 

 

 

◆スタッフ：耳鼻科医師、言語聴覚士、療育支援員 

◆活動内容：きこえにくさのあるお子さんやそのご家族、関係する方々への支援 

ご家族や関係者がきこえについて学ぶセミナーの開催  等 


